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第53回  定 時 株 主 総 会

招 集 ご 通 知

日　 時
2020年６月11日（木曜日）
午前10時（受付開始　午前９時）

場　 所
栃木県小山市神鳥谷202番地
小山グランドホテル（２階）
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【新型コロナウイルス感染予防に関するお願い】
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、株主様には可能な限り書面またはインターネッ
ト等による議決権の事前行使をお願い申しあげます。
　今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生じた場合には、インターネット上の当社ウェブ
サイト（アドレス：http://www.cawachi.co.jp/）に掲載させていただきます。

株式会社　カワチ薬品
証券コード 2664

表紙
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証券コード　2664
2020年５月21日

株 主 各 位
栃木県小山市大字卒島1293番地

株式会社　カワチ薬品
代表取締役社長 河 内 伸 二

第53回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜わり厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第53回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、株主様には可能な限り書面またはインタ
ーネット等による議決権の事前行使をお願い申しあげます。議決権の事前行使にあたっては、「４．
議決権行使についてのご案内」に記載のいずれかの方法によって議決権を行使することができますの
で、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願
い申しあげます。

敬　具

記

１．日　　時 2020年６月11日（木曜日）午前10時（受付開始　午前９時）
２．場　　所 栃木県小山市神鳥谷202番地

小山グランドホテル（２階）
(末尾の会場ご案内をご参照ください。)

３．目的事項
報告事項　１．第53期(2019年３月16日から2020年３月15日まで)事業報告、連結計算書

類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第53期(2019年３月16日から2020年３月15日まで)計算書類報告の件

決議事項
第１号議案
第２号議案
第３号議案

剰余金の処分の件
取締役１名選任の件
監査役３名選任の件
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【新型コロナウイルス感染予防に関するご案内】
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、株主総会の開催方針を以下のとおりとさせ
ていただきます。
　何卒ご理解、ご協力のほど、よろしくお願い申しあげます。

○当社の対応について
・当日は、当社出席者及び運営スタッフは、マスクを着用させていただきます。
・会場出入り口付近にアルコール消毒液を設置いたします。
・株主様のお席の間隔を広く取るため、十分な席数が確保できない可能性がございます。
・受付において、サーモグラフィで体温チェックをさせていただきます。37.5℃以上の発熱が見
　受けられる方には、運営スタッフがお声がけのうえ、ご入場をお断りさせていただく場合がご
　ざいますので、予めご了承ください。

○株主様へのお願い
・新型コロナウイルスの感染拡大の状況にご留意いただき、健康状態に関わらず、本年はご出席
　を見合わせることもご検討ください。
　特に、感染による影響が大きくなると見込まれるご高齢の株主様や基礎疾患のある株主様、妊
　娠されている株主様におかれましては、ご出席を見合わせることを強くお勧めいたします。
・海外から帰国されて14日以内の株主様は、ご出席を見合わせることをご検討ください。
・ご出席される株主様におかれましては、マスクご着用の上ご来場くださいますよう、ご協力を
　お願いいたします。また、ご入場の際は、アルコール消毒液での手指消毒に、ご協力をお願い
　いたします。
・当日、ご出席願えない場合は、書面またはインターネットによって議決権を行使することがで
　きますので、お手数ですが、そちらのご利用も併せてご検討ください。

　今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生じた場合には、インターネット上の当社ウ
ェブサイト（アドレス：http://www.cawachi.co.jp/）に掲載させていただきます。
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４．議決権行使についてのご案内
⑴　書面（郵送）による議決権行使の場合

　同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2020年６月10日（水曜
日）午後５時までに到着するようご返送ください。

⑵　インターネットによる議決権行使の場合
　38頁記載の「インターネットによる議決権行使について」をご参照のうえ、2020年６月
10日（水曜日）午後５時までに議案に対する賛否をご入力ください。

⑶　議決権行使書またはインターネットにより議決権を行使いただく際の取り扱いは次のと
おりとさせていただきます。
①インターネットにより、複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効

な議決権行使とさせていただきます。
②議決権行使書とインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによ

る議決権行使を有効なものとして取り扱わせていただきます。
⑷　機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームによる議決権の行使

　管理信託銀行等の名義株主様（常任代理人様を含みます。）につきましては、株式会社東
京証券取引所等により設立された合弁会社、株式会社ＩＣＪが運営する「議決権電子行使プ
ラットフォーム」のご利用を事前に申し込まれた場合には、当社株主総会における電磁的方
法による議決権行使の方法として、当該プラットフォームをご利用いただくことができま
す。

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。
　本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、『連結注記表』及び『個別注記表』につきましては、
法令及び当社定款の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　
http://www.cawachi.co.jp/）に掲載することにより、株主の皆様に提供しております。なお、本
招集ご通知の提供書面は、会計監査人及び監査役が会計監査報告及び監査報告を作成するに際して監
査をした連結計算書類及び計算書類の一部であります。
　また、株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、イン
ターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　http://www.cawachi.co.jp/）に掲載させていただ
きます。
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（提供書面）

事　 業　 報　 告
(2019年 3 月16日から
2020年 3 月15日まで)

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善を背景に緩やかに回復

基調は続いたものの、米中貿易問題や中東情勢等の海外情勢における地政学的リスクの高ま
りに加え、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を背景に経済活動が停滞する動き等もあ
り、先行き不透明な状況は一段と高まったまま推移いたしました。個人消費につきましては、
消費税増税や度重なる台風被害の影響に加え、各種コスト増による物価への影響や将来の各
種負担増等への懸念が高まったこと等から、節約志向は一層高まりました。一方で新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響から、予防関連商材や生活必需品等の需要は増加し、外出自粛傾
向となったこと等から内食需要が増加する等の傾向となりました。

当社グループが属するドラッグストア業界におきましては、競合各社の出店増に加え、異
業種・異業態間における価格競争の熾烈化が続く等、経営環境は一層厳しさを増しておりま
す。

このような中、当社グループにおきましては、強固なエリア基盤構築による更なる優位性
の確保と効率化を目的に、ドミナントエリアにおける出退店を進めてまいりました。また競
争激化対策として、販売価格や品揃えの見直しを図る一方、専門性強化を図るため、健康や
美容に関するカウンセリング機能の強化に努めてまいりました。さらに有事における地域の
インフラとしての機能を果たすべく、医薬関連商材や生活必需品等の商品の集荷及び供給に
努めてまいりました。

新規出店につきましては、茨城県に４店舗、栃木県に２店舗、秋田県、山形県、福島県に
各１店舗、計９店舗を出店いたしました。調剤薬局につきましては、岩手県、山形県、茨城
県、栃木県、長野県の既存店に各１件、計５件を併設いたしました。また、岩手県の２店舗、
茨城県、静岡県の各１店舗、計４店舗を退店いたしました。これにより当社グループの店舗
数は、計339店舗（内、調剤併設116店舗）となりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は2,703億13百万円（前期比1.7％増）、営業利益は
56億75百万円（前期比30.1％増）、経常利益は65億73百万円（前期比19.1％増）、親会社
株主に帰属する当期純利益は38億22百万円（前期比89.5％増）となりました。
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　なお、当社グループの部門別の売上高は次のとおりです。

部門
前連結会計年度

（2019年３月期）
当連結会計年度

（2020年３月期） 前連結会計
年度比

売上高 構成比 売上高 構成比
百万円 ％ 百万円 ％ ％

医 薬 品 45,078 17.0 46,527 17.3 103.2
化 粧 品 23,102 8.7 22,621 8.4 97.9
雑 貨 74,266 28.1 76,221 28.3 102.6
一 般 食 品 122,478 46.2 124,046 46.0 101.3

計 264,926 100.0 269,417 100.0 101.7

（注）上記金額には、不動産賃貸収入は含まれておりません。

②　設備投資の状況
　当連結会計年度における設備投資の総額は、38億59百万円であります。その主なものは、
新規出店９店舗によるものであります。

③　資金調達の状況
　特に記載すべき事項はありません。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
　該当事項はありません。
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⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況
①　企業集団の財産及び損益の状況

区 分 第 50 期
(2017年３月期)

第 51 期
(2018年３月期)

第 52 期
(2019年３月期)

第 53 期
(当連結会計年度)
(2020年３月期)

売 上 高 (百万円) 266,423 268,205 265,788 270,313

経 常 利 益 (百万円) 7,062 6,060 5,517 6,573

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 (百万円) 3,510 3,869 2,016 3,822

１株当たり当期純利益 (円) 153.47 169.71 88.44 170.36

総 資 産 (百万円) 180,852 183,303 182,944 188,190

純 資 産 (百万円) 89,099 91,880 92,878 94,699

１株当たり純資産額 (円) 3,910.07 4,028.96 4,070.17 4,243.64
(注）１．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　2018年２月16日)を当連結会計年度

の期首から適用しており、前連結会計年度の総資産の金額については、当該会計基準等を遡って適用した後
の金額となっております。

２．当連結会計年度より「不動産賃貸取引に係る賃貸収入及び賃貸原価」について表示方法の変更を行ってお
り、前連結会計年度の売上高については当該表示方法の変更を遡って適用した後の金額となっております。

②　当社の財産及び損益の状況

区 分 第 50 期
(2017年３月期)

第 51 期
(2018年３月期)

第 52 期
(2019年３月期)

第 53 期
(当事業年度)
(2020年３月期)

売 上 高 (百万円) 246,407 248,872 246,768 251,871

経 常 利 益 (百万円) 6,942 6,176 5,606 6,314

当 期 純 利 益 (百万円) 3,480 4,262 2,530 3,571

1株当たり当期純利益 (円) 152.17 186.96 110.95 159.17

総 資 産 (百万円) 175,824 178,705 178,712 183,639

純 資 産 (百万円) 88,983 92,226 93,742 95,312

１株当たり純資産額 (円) 3,904.98 4,044.14 4,108.07 4,271.15
(注）１．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　2018年２月16日)を当事業年度の期

首から適用しており、前事業年度の総資産の金額については、当該会計基準等を遡って適用した後の金額と
なっております。

２．当事業年度より「不動産賃貸取引に係る賃貸収入及び賃貸原価」について表示方法の変更を行っており、前
事業年度の売上高については当該表示方法の変更を遡って適用した後の金額となっております。
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⑶　重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 出 資 比 率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 横 浜 フ ァ ー マ シ ー 819百万円 100％ 医薬品、化粧品、日用雑貨、一般食品の販売

⑷　対処すべき課題
　当社グループにおいて、店舗網が拡大したことから物流網の整備、体制強化及び在庫の適正
化等による全体効率化が課題であると考えており、その効果的な活用に向けて課題の抽出と改
善に努めてまいる所存であります。また、店舗出店が進む中、店長となるべき人材や各種専門
家の育成が重要であると考えており、次代を担う人材の育成を図るべく教育カリキュラムの改
善・実践に努めてまいる所存であります。

⑸　主要な事業内容（2020年３月15日現在）
　当社グループは、主に医薬品、化粧品、雑貨、一般食品を販売しております。

⑹　主要な事業所（2020年３月15日現在）

当 社

本 社 栃木県小山市

店 舗 　 合 計 3 0 1 店 舗
うち調剤薬局併設型114店舗

岩手県　宮城県　山形県　福島県　茨城県　栃木県
群馬県　埼玉県　千葉県　東京都　神奈川県　新潟県
山梨県　長野県　静岡県

株式会社横浜
ファーマシー

本 社 青森県弘前市

店 舗 　 合 計 3 8 店 舗
う ち 調 剤 薬 局 併 設 型 ２ 店 舗 青森県　岩手県　秋田県
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⑺　従業員の状況（2020年３月15日現在）
①　企業集団の従業員の状況

事 業 区 分 従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

全　　社 2,616（4,110）名 63名増（52名減）

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は年間の平均人員を(　)内に外数で記載しております。
２．当社グループは、特定のセグメントに区分できないため、全従業員数を全社として記載しております。

②　当社の従業員の状況
従 業 員 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

2,381（3,798）名 72名増（45名減） 34.7歳 11.9年

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は年間の平均人員を(　)内に外数で記載しております。

⑻　主要な借入先の状況（2020年３月15日現在）
借 入 先 借 入 額

百万円
㈱ 栃 木 銀 行 6,113
㈱ 足 利 銀 行 4,238

㈱ 常 陽 銀 行 4,229

㈱ 三 井 住 友 銀 行 4,140

農 林 中 央 金 庫 3,780

㈱ み ず ほ 銀 行 1,849

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。

8
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２．会社の現況
⑴　株式の状況（2020年３月15日現在）

①　発行可能株式総数 52,000,000株
②　発行済株式の総数 24,583,420株（自己株式2,286,092株を含む）
③　株主数 27,638名
④　大株主（上位10名）

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率
千株 ％

公 益 財 団 法 人 　 河 内 奨 学 財 団 2,600 11.66

河 内 　 伸 二 2,435 10.92

河 内 　 一 真 2,287 10.26

河 内 　 博 子 1,730 7.76

河 内 　 タ カ 708 3.18

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行 ㈱ (信 託 口 9 ） 659 2.96

S S B T C 　 C L I E N T 　 O M N I B U S 　 A C C O U N T 378 1.70

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 ㈱ （ 信 託 口 ） 339 1.52

カ ワ チ 薬 品 従 業 員 持 株 会 334 1.50

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行 ㈱ (信 託 口 5 ） 307 1.38

（注）１．当社は自己株式を2,286,092株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

9
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⑵　新株予約権等の状況
  当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約
権の状況

名 称 第７回新株予約権
発 行 決 議 日 2018年５月16日
新 株 予 約 権 の 数  190個

新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式
19,000株

（新株予約権１個につき100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額
新株予約権と引換えに払い込みは要し
ない。

新 株 予 約 権 の 行 使 に 際 し て
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額

１株当たりの払込金額を１円とし、こ
れに新株予約権の目的である株式数
を乗じた金額とする。

新 株 予 約 権 の 行 使 期 間
　2018年６月１日～

2048年５月31日
行 使 の 条 件 （注）

役 員 の 保 有 状 況 取 締 役
保有者数　  ４人
保有数　  152個

（注）１．新株予約権者は、当社の取締役、監査役及び使用人のいずれの地位をも喪失した日の翌日以降、
新株予約権を行使することができる。

２．上記１は、新株予約権を相続により承継した者については適用しない。
３．新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、当該新株予約権を行使することができない。

10
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⑶　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（2020年３月15日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 河 内 伸 二

取 締 役 小 松 順 嗣 管理本部長

取 締 役 大 久 保 　 勝 　 之 店舗開発部長

取 締 役 宮 原 誠 司 管理部長兼内部統制室長
株式会社横浜ファーマシー取締役

取 締 役 奥 山 広 道 株式会社横浜ファーマシー監査役
奥山公認会計士事務所所長

取 締 役 渡 辺 林 治 リンジーアドバイス株式会社代表取締役社長
株式会社自重堂社外取締役

常 勤 監 査 役 田 村 好 夫

監 査 役 原 　 義 彦 原義彦税理士事務所所長

監 査 役 澤 田 雄 二
宇都宮中央法律事務所所長
滝沢ハム株式会社社外監査役
株式会社ナカニシ社外監査役

（注）１．取締役奥山広道氏及び取締役渡辺林治氏は、社外取締役であります。なお、当社は、両氏を株式会社東京証
券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

２．監査役原義彦氏及び監査役澤田雄二氏は、社外監査役であります。なお、当社は、両氏を株式会社東京証券
取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

３．監査役原義彦氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであり
ます。

②　責任限定契約の内容の概要
　当社と取締役渡辺林治氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項
の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める最低責任限度額としております。

11
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③　取締役及び監査役の報酬等の総額
　当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 人 員 報 酬 等 の 額
名 百万円

取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

7
(2)

236
（21）

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

3
(2)

26
(12)

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

10
(4)

263
(33)

（注）上記の報酬等の額には、退任した取締役１名に対して支払った報酬６百万円が含まれております。

④　社外役員に関する事項
イ．社外役員の重要な兼職先と当社との関係

　取締役奥山広道氏は、株式会社横浜ファーマシーの監査役であります。株式会社横浜ファ
ーマシーは、当社100％出資の子会社です。
　また、奥山氏は奥山公認会計士事務所の所長であります。当社は、奥山公認会計士事務所
とは特別の関係はありません。
　取締役渡辺林治氏は、リンジーアドバイス株式会社の代表取締役社長であります。当社と
同社との間には特別の関係はありません。また、同氏は株式会社自重堂の社外取締役であり
ます。当社と同社との間には特別の関係はありません。
　監査役原義彦氏は、原義彦税理士事務所の所長であります。当社は、原義彦税理士事務所
とは特別の関係はありません。
　監査役澤田雄二氏は、宇都宮中央法律事務所の所長であります。当社は、同法律事務所所
属の同氏以外の弁護士と当社の間において法律顧問業務等の委託取引があり、弁護士報酬は、
契約等に基づき決定しております。また、同氏は滝沢ハム株式会社の社外監査役であります。
当社と同社との間に商品仕入の取引関係がありますが、特別の利害関係を生じさせる重要性
はありません。また、同氏は株式会社ナカニシの社外監査役であります。当社と同社との間
には特別の関係はありません。

12
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ロ．当事業年度における主な活動状況
区　分 氏　　名 主　　な　　活　　動　　状　　況

取 締 役 奥 山 広 道
当事業年度開催の取締役会の全てに出席し、公認会計士・税
理士としての専門的見地から、議案、審議等について、必要
な発言を適宜行っております。

取 締 役 渡 辺 林 治
当事業年度開催の取締役会の9割に出席し、企業経営に関す
る豊富な知識と経験から、議案、審議等について、必要な発
言を適宜行っております。

監 査 役 原 　 義 彦
当事業年度開催の取締役会及び監査役会の全てに出席し、税
理士としての専門的見地から、議案、審議等について、必要
な発言を適宜行っております。

監 査 役 澤 田 雄 二
当事業年度開催の取締役会の9割、監査役会の全てに出席
し、弁護士としての専門的見地から、議案、審議等につい
て、必要な発言を適宜行っております。

13
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⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　　　　　　　東陽監査法人

②　報酬等の額
支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 36百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 44百万円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報
酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の
額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等が適切で
あるかどうかについて必要な検証を行ったうえで会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしまし
た。

③　非監査業務の内容
　該当事項はありません。

④　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場
合は株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合
は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定
した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と
解任の理由を報告いたします。

⑤　責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。
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⑸　業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

①　当社及び子会社の取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ．企業が存立を継続するためにはコンプライアンスの徹底が必要不可欠であるとの認識の下、

取締役は公正で高い倫理観に基づき行動し、広く社会から信頼される経営体制の確立に努め
る。

ロ．取締役会は取締役から職務に関する報告を受け、その執行状況を監督する。
ハ．取締役、内部監査人、外部弁護士を委員とし、監査役をオブザーバーとする「コンプライ

アンス委員会」を設置し、コンプライアンス体制の運用状況を監督する。
ニ．社内から独立された弁護士を通報先とする公益通報制度を導入し、通報者の保護を徹底す

る。
②　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

イ．企業集団としての経営効率化を図るため、関係会社管理規程に基づき、子会社の経営・業
務を監視・監督する。

ロ．当社及び子会社において、原則月１回の取締役会を開催し、重要事項の決定並びに取締役
の職務執行状況の監督を行う。

ハ．当社の役職員が子会社の取締役として子会社の取締役会に出席し、職務の執行状況を監督
する。なお、子会社の取締役会の議事は、関係会社管理規程に基づき、当社に報告される。

ニ．当社及び子会社の監査役は、取締役会等の重要な会議に出席する他、稟議書等の重要な書
類を閲覧し、取締役の意思決定及び職務の執行状況を監視・監査する。

ホ．当社の内部監査部門は当社及び子会社の業務監査を実施する。
③　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役会をはじめとする重要な会議の意思決定に係る記録や、各取締役が職務権限規程に
基づき決裁した文書等、取締役の職務執行に係る情報を適正に記録し、法令並びに文書管理
規程に基づき、文書等の保存及び管理を行う。

④　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．コンプライアンス及び内部統制に関する体制の整備状況、監査結果やリスク情報等の報告

を受け、リスク管理体制の整備を監督する。
ロ．不測の事態が発生した場合は、「緊急事態対応マニュアル」に基づき、迅速且つ適切な対

応に努め、損害を最小限に抑える。

15
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⑤　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　取締役会では決議すべき事項を定める他、経営会議等の各種会議体に権限を委譲し、審議・
決定を実施すること等により、意思決定の迅速化を図るとともに、効果的且つ効率的な運営
となるよう、その執行状況を監督する。

⑥　使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ．従業員に対して企業理念や行動規範を記載した行動準則や行動指針を配布し、その周知を

図る。
ロ．組織規程、業務分掌規程等により、各部署及び役職者の職務の範囲や権限を定め、適切な

職務執行を図る。
ハ．内部監査部門が内部監査規程に基づき、各部署の業務執行状況を監査する。

⑦　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する
事項

　監査役の求めに応じ、適宜職務を補助するスタッフを選任し従事させる。
⑧　監査役のその職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項

　監査役の職務を補助するスタッフは、取締役と監査役が協議し、監査役が選任する。また
そのスタッフの人事考課については、取締役と監査役が意見交換を行う。

⑨　監査役のその職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
　監査役の職務を補助するスタッフが、他部署を兼務する場合は、監査役に係る職務を優先
して従事するものとする。

⑩　監査役への報告に関する体制
イ．取締役は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見したときは、法令に従い、

直ちに監査役会に報告しなければならない。
ロ．監査役は、取締役会の他コンプライアンス委員会等重要な会議に出席、並びにヒアリング

及び往査にて取締役及び従業員から報告を得る。
ハ．会議に出席しない監査役は、出席した監査役、取締役もしくは従業員から報告を受ける。
ニ．子会社の監査役は当社の監査役との定期的な意見交換会に出席し、子会社の取締役会等重

要な会議や監査結果から得られた情報を当社の監査役に報告する。
ホ．当社の内部監査部門は、子会社における内部監査の結果等を監査役に報告する。

⑪　監査役への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを
確保するための体制

　当社及び子会社は、監査役へ報告を行った役員及び従業員に対し、当該報告をしたことを
理由として不利な取扱いを行わない。

16
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⑫　監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払又は償還等の請求をしたときは、当
該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を
処理する。

⑬　その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．代表取締役と監査役は、定期的な会合をもち、相互認識と信頼関係を深めるよう努める。
ロ．監査役会は、内部監査部門と定期的に情報交換をし、また、会計監査人とは適宜情報交換

を行い、効率的な監査に努める。
⑭　反社会的勢力排除に向けた体制

　反社会的勢力に対しては、毅然とした態度で臨み、一切の関係を持たず、不当要求等の介
入に対しては、警察等の外部専門機関と緊密な連携を図り、利益供与は絶対に行わない。

⑮　財務報告の信頼性を確保するための体制
財務報告の適正性を確保するために内部統制部門を設置し、内部監査部門と協調しながら

内部統制システムの構築・運用の推進を図る。

⑹　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社では、前記の「業務の適正を確保するための体制」に基づき、その適切な運用に努めて

おります。当事業年度におけるその運用状況の概要は次のとおりであります。
①　重要な会議の開催状況

当社及び子会社において取締役会を定期的に開催し、重要事項の決定並びに取締役から職
務に関する報告を受け、その執行状況を確認しました。

②　コンプライアンスに関する取組み
イ．当社において、コンプライアンス委員会を定期的に開催し、コンプライアンス違反の防止

に関して協議を行いました。
ロ．公益通報制度の通報先では、通報者保護を最優先としつつ運用されていることを確認しま

した。
ハ．内部監査部門は当社及び子会社の業務執行状況を監査しました。

③　企業集団における業務の適正の確保
イ．子会社の取締役会の議事が定期的に報告され、適正に業務執行及びその監督が行われてい

ることを確認しました。
ロ．当社の役職員が子会社の取締役会に取締役及び監査役として出席しました。

17
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④　リスクマネジメント
　リスク軽減のため緊急事態対応に関するマニュアルの整備をさらに進め、社内周知を図り
ました。

⑤　監査役の監査体制
イ．監査役は、取締役会やコンプライアンス委員会等重要な会議に出席した他、稟議書等の重

要な書類を閲覧し、取締役の意思決定及び職務の執行状況を確認しました。
ロ．監査役は監査役会を定期的に開催し、内部監査部門及び子会社の監査役から報告を受け、

意見交換等を行いました。
ハ．代表取締役と監査役は、定期的な会合を実施し、会社が対処すべき課題、会社を取り巻く

リスク及び監査上の重要課題等について意見交換を行いました。
ニ．監査役と会計監査人は、定期的に情報交換を行いました。

⑥　財務報告の信頼性の確保
　内部統制部門は、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性の観点から、子会社を含めて評
価範囲を見直しました。内部監査部門は新たに追加された評価対象を含め、監査結果に基づ
き評価を実施しました。

18
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連 結 貸 借 対 照 表
（2020年３月15日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

 

（資 産 の
 

部）
 

（負 債 の
 

部）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品

貯 蔵 品

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無 形 固 定 資 産

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

敷 金 及 び 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

75,818

33,105

6,481

30,633

27

5,569

112,372

95,282

41,136

50,282

5

3,857

4,790

4,790

12,299

88

8,175

3,610

424

流 動 負 債 63,564
買 掛 金 41,633
１年内返済予定長期借入金 11,096
未 払 法 人 税 等 1,762
賞 与 引 当 金 1,224
ポ イ ン ト 引 当 金 985
そ の 他 6,862

固 定 負 債 29,926
長 期 借 入 金 18,322
退 職 給 付 に 係 る 負 債 7,304
ポ イ ン ト 引 当 金 549
資 産 除 去 債 務 2,728
そ の 他 1,022

負 債 合 計 93,491
 

（純 資 産 の
 

部）
株 主 資 本 94,640

資 本 金 13,001
資 本 剰 余 金 14,885
利 益 剰 余 金 71,187
自 己 株 式 △4,434

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 △18
その他有価証券評価差額金 △18

新 株 予 約 権 77
純 資 産 合 計 94,699

資 産 合 計 188,190 負 債 純 資 産 合 計 188,190
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連 結 損 益 計 算 書
(2019年 3 月16日から
2020年 3 月15日まで)

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 270,313
売 上 原 価 211,601

売 上 総 利 益 58,711
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 53,035

営 業 利 益 5,675
営 業 外 収 益

受 取 利 息 32
受 取 配 当 金 4
受 取 手 数 料 826
太 陽 光 売 電 収 入 195
そ の 他 251 1,310

営 業 外 費 用
支 払 利 息 68
支 払 手 数 料 172
減 価 償 却 費 84
そ の 他 87 412

経 常 利 益 6,573
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 24
受 取 保 険 金 95
そ の 他 76 196

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 56
固 定 資 産 除 却 損 26
投 資 有 価 証 券 評 価 損 57
減 損 損 失 647
災 害 損 失 162
そ の 他 39 988

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 5,782
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,500
法 人 税 等 調 整 額 △540

当 期 純 利 益 3,822
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 3,822

20

連結損益計算書



2020/05/13 10:05:42 / 19596344_株式会社カワチ薬品_招集通知（Ｆ）

連結株主資本等変動計算書
(2019年 3 月16日から
2020年 3 月15日まで)

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
2 0 1 9 年 ３ 月

 

16 日 　 残 高 13,001 14,885 68,391 △3,441 92,837
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,026 △1,026
自 己 株 式 の 取 得 △1,000 △1,000
自 己 株 式 の 処 分 △0 7 7
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,822 3,822
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － △0 2,796 △992 1,803
2 0 2 0 年 ３ 月

 

15 日 　 残 高 13,001 14,885 71,187 △4,434 94,640

その他の包括利益累計額
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 その他の包括利益累計額合計
2 0 1 9 年 ３ 月

 

16 日 　 残 高 △17 △17 58 92,878
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,026
自 己 株 式 の 取 得 △1,000
自 己 株 式 の 処 分 7
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,822
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) △0 △0 19 18

連結会計年度中の変動額合計 △0 △0 19 1,821
2 0 2 0 年 ３ 月

 

15 日 　 残 高 △18 △18 77 94,699
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貸　借　対　照　表
（2020年３月15日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

 

（資 産 の
 

部）
 

（負 債 の
 

部）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品
貯 蔵 品
前 払 費 用
未 収 入 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
器 具 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
借 地 権
ソ フ ト ウ ェ ア
電 話 加 入 権
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
長 期 前 払 費 用
長 期 貸 付 金
敷 金 及 び 保 証 金
繰 延 税 金 資 産

71,758
31,800
6,326

28,242
24

393
4,762

208
111,880
91,310
36,834
3,133

852
0

2,786
47,698

5
4,646
3,898

687
41
18

15,924
78

4,025
22

390
10

7,947
3,449

流 動 負 債 59,713
買 掛 金 39,208
１年内返済予定長期借入金 10,477
未 払 金 3,151
未 払 費 用 2,048
未 払 法 人 税 等 1,749
未 払 消 費 税 等 1,074
賞 与 引 当 金 1,194
ポ イ ン ト 引 当 金 619
預 り 金 47
前 受 収 益 87
そ の 他 54

固 定 負 債 28,612
長 期 借 入 金 17,164
退 職 給 付 引 当 金 7,304
ポ イ ン ト 引 当 金 549
資 産 除 去 債 務 2,583
そ の 他 1,010

負 債 合 計 88,326
 

（純 資 産 の
 

部）
株 主 資 本 95,253

資 本 金 13,001
資 本 剰 余 金 14,885
資 本 準 備 金 14,882
そ の 他 資 本 剰 余 金 3

利 益 剰 余 金 71,800
利 益 準 備 金 1,158
そ の 他 利 益 剰 余 金 70,642

別 途 積 立 金 57,700
圧 縮 積 立 金 106
特 別 償 却 準 備 金 136
繰 越 利 益 剰 余 金 12,699

自 己 株 式 △4,434
評 価 ・ 換 算 差 額 等 △18

その他有価証券評価差額金 △18
新 株 予 約 権 77
純 資 産 合 計 95,312

資 産 合 計 183,639 負 債 純 資 産 合 計 183,639
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損　益　計　算　書
(2019年 3 月16日から
2020年 3 月15日まで)

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 251,871
売 上 原 価 196,702

売 上 総 利 益 55,169
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 49,676

営 業 利 益 5,492
営 業 外 収 益

受 取 利 息 32
受 取 配 当 金 4
受 取 手 数 料 761
太 陽 光 売 電 収 入 195
そ の 他 223 1,216

営 業 外 費 用
支 払 利 息 62
支 払 手 数 料 172
減 価 償 却 費 84
そ の 他 74 394

経 常 利 益 6,314
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 1
受 取 保 険 金 95
そ の 他 63 160

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 2
固 定 資 産 除 却 損 26
投 資 有 価 証 券 評 価 損 57
減 損 損 失 681
災 害 損 失 162
そ の 他 39 969

税 引 前 当 期 純 利 益 5,506
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,495
法 人 税 等 調 整 額 △560

当 期 純 利 益 3,571
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株主資本等変動計算書
(2019年 3 月16日から
2020年 3 月15日まで)

（単位：百万円）
株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合計資本

準備金
その他
資本

剰余金
資本剰余金

合計
利益

準備金
そ の 他 利 益 剰 余 金

利益剰余金
合計別途

積立金
圧縮

積立金
特別償却
準備金

繰越利益
剰余金

2 0 1 9 年 ３ 月
 

16 日 　 残 高 13,001 14,882 3 14,885 1,158 57,700 106 230 10,059 69,255 △3,441 93,701
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,026 △1,026 △1,026
自 己 株 式 の 取 得 △1,000 △1,000
自 己 株 式 の 処 分 △0 △0 7 7
圧 縮 積 立 金 の 取 崩 △0 0 - -
特 別 償 却 準 備 金 の 取 崩 △94 94 - -
当 期 純 利 益 3,571 3,571 3,571
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 - - △0 △0 - - △0 △94 2,640 2,545 △992 1,552
2 0 2 0 年 ３ 月

 

15 日 　 残 高 13,001 14,882 3 14,885 1,158 57,700 106 136 12,699 71,800 △4,434 95,253

評 価 ・ 換 算 差 額 等
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
2 0 1 9 年 ３ 月

 

16 日 　 残 高 △17 △17 58 93,742
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,026
自 己 株 式 の 取 得 △1,000
自 己 株 式 の 処 分 7
圧 縮 積 立 金 の 取 崩 -
特 別 償 却 準 備 金 の 取 崩 -
当 期 純 利 益 3,571
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額) △0 △0 19 18

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 △0 △0 19 1,570
2 0 2 0 年 ３ 月

 

15 日 　 残 高 △18 △18 77 95,312
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連結計算書類に係る会計監査報告
独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

2020年４月23日
株式会社カ ワ チ 薬 品

取締役会　御中
東　陽　監　査　法　人

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 本 橋 　 隆 夫 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 中 野 　 敦 夫 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 三 宅 　 清 文 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社カワチ薬品の2019年3月16日
から2020年3月15日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益
計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結
計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に
対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表
示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を
実施することを求めている。
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　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施
される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽
表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について
意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた
適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討
する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行わ
れた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、株式会社カワチ薬品及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告
独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

2020年４月23日
株式会社カ ワ チ 薬 品

取締役会　御中
東　陽　監　査　法　人

指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 本 橋 　 隆 夫 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 中 野 　 敦 夫 ㊞
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 三 宅 　 清 文 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社カワチ薬品の2019年3
月16日から2020年3月15日までの第53期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算
書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重
要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と
判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びそ
の附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及び
その附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画
を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するた
めの手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及
びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的
は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書
の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方
針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及
びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益
の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2019年３月16日から2020年３月15日までの第53期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議のうえ、本監査報告書を作成
し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に

ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環
境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会
社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業
の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保す
るために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整
備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シス
テム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告
を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応
じて説明を求めました。
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　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連
結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記
表）について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、当社の状況を正しく示している
ものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2020年4月24日
株 式 会 社 カ ワ チ 薬 品 　 監 査 役 会

常 勤 監 査 役 田 村 　 好 夫 ㊞
社 外 監 査 役 原 　 　 義 彦 ㊞
社 外 監 査 役 澤 田 　 雄 二 ㊞

以　上

30

監査役会の監査報告



2020/05/13 10:05:42 / 19596344_株式会社カワチ薬品_招集通知（Ｆ）

株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件
　剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

１．期末配当に関する事項
　当社は株主の皆様への利益還元を最重要経営課題として位置づけるとともに、将来の事業展開
を勘案し、経営基盤の充実・強化による安定した成長を確保するために必要な内部留保を図りな
がら、継続的、安定的な配当を行うことを基本方針としております。
　第53期の期末配当につきましては、普通配当を45円とさせていただきたく存じます。
⑴　配当財産の種類

金銭
⑵　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金 45円　総額1,003,379,760円
⑶　剰余金の配当が効力を生じる日

2020年６月12日
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第２号議案　取締役１名選任の件
　経営監督機能の強化を図るため、社外取締役１名を増員することとし、その選任をお願いするもの
であります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

氏　　　　　名
（生年月日）

略　　　　　　歴
（地位及び担当並びに重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 の 数

あ か

赤
 

　
ま つ

松
 

　
い く

育
 

　
こ

子
（1968年２月27日生）

新任 社外取締役
独立役員

1995 年 １月 太田昭和監査法人（現EY新日本有限責任監査法人）入所

―株

2010 年 12月 学校法人産業能率大学総合研究所経営管理研究所
主任研究員

2018 年 ８月 株式会社トップス社外取締役（現任）
2019 年 ４月 学校法人産業能率大学総合研究所経営管理研究所

主幹研究員
2019 年 ６月 株式会社新生銀行社外監査役（現任）
2019 年 ７月 日本公認会計士協会理事（現任）
［重要な兼職の状況］
株式会社トップス　社外取締役
株式会社新生銀行　社外監査役
【社外取締役候補者とした理由】
　赤松育子氏は、監査法人で公認会計士、公認不正検査士としてキャリアを積まれており、
特に企業組織におけるコンプライアンスやガバナンスについて、会計士としての専門的知
識を有し且つ実務にも精通しております。また自らの経験をふまえ、働く女性のキャリア
形成についての見識も高く、経営の監督と女性視点による助言を適切にいただけるものと
期待し、社外取締役（候補者）としております。

（注）１．候補者と当社との間には特別の利害間関係はありません。
２．赤松育子氏は、社外取締役候補者であります。
３．赤松育子氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、同氏の選任が承認
　　された場合には、独立役員として同取引所に届け出る予定であります。
４．赤松育子氏の選任が承認された場合、当社は同氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
　　423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。なお、当該契約に基づく損害賠償
　　責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額といたします。
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第３号議案　監査役３名選任の件
　本総会終結の時をもって監査役３名全員が任期満了となりますので、監査役３名の選任をお願いい
たしたいと存じます。
　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は次のとおりであります。
候補者
番　号

氏　　　　　名
（生年月日）

略　　　　　　歴
（地位及び重要な兼職の状況）

所有する当社
の 株 式 の 数

１

た

田
 

　
む ら

村
 

　
よ し

好
 

　
お

夫
（1956年10月18日生）

再任

1975年 ３月 当社入社

2,400株
2002年 ３月 当社栃木地区ブロック長
2006年 ４月 当社栃木地区長
2011年 ２月 当社退社
2013年 ６月 当社常勤監査役（現任）
【監査役候補者とした理由】
　田村好夫氏は、当社における豊富な経験と高い見識を保持しており、当社監査
体制の強化及び経験を活かした有効な助言を適切にいただけるものと判断するた
め、監査役として選任をお願いするものであります。

２

は ら

原
 

　
 

　
よ し

義
 

　
ひ こ

彦
（1967年11月23日生）

再任 社外監査役
独立役員

2004年 ３月 税理士登録

700株
2004年 ６月 原義彦税理士事務所　所長（現任）
2013年 ６月 当社社外監査役（現任）
［重要な兼職の状況］
原義彦税理士事務所　所長
【社外監査役候補者とした理由】
　原義彦氏は、税理士としての専門的知識を有しており、社外監査役として、そ
の職務を適切に遂行していただけるものと判断するため選任をお願いするもので
あります。

３

さ わ

澤
 

　
だ

田
 

　
ゆ う

雄
 

　
じ

二
（1968年２月３日生）
再任 社外監査役

独立役員

1996年 ４月 弁護士登録

800株

2009年 １月 宇都宮中央法律事務所　所長（現任）
2010年 ４月 栃木県弁護士会弁護士業務改革委員会委員長
2012年 ６月 滝沢ハム株式会社社外監査役（現任）
2014年 ３月 株式会社ナカニシ社外監査役（現任）
2015年 ６月 当社社外監査役（現任）
2020年 ４月 栃木県弁護士会会長（現任）
［重要な兼職の状況］
宇都宮中央法律事務所　所長
滝沢ハム株式会社　社外監査役
株式会社ナカニシ　社外監査役
【社外監査役候補者とした理由】
　澤田雄二氏は、弁護士としての専門的知識を有しており、社外監査役として、
その職務を適切に遂行していただけるものと判断するため選任をお願いするもの
であります。
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（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
　　　２．原義彦氏及び澤田雄二氏は、社外監査役候補者であります。
　　　３．原義彦氏及び澤田雄二氏は現在当社の社外監査役でありますが、それぞれの監査役としての在任期間は、本
　　　　　総会終結の時をもって原義彦氏は７年、澤田雄二氏は５年となります。
　　　４．当社は、株式会社東京証券取引所に対して原義彦氏及び澤田雄二氏を独立役員として届け出ております。
　　　　　なお、両氏の再任が承認された場合には、引き続き両氏を独立役員として同取引所に届け出る予定でありま
　　　　　す。

以　上
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メ　　モ
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インターネットによる議決権行使について

　インターネットにより議決権を行使される場合には、次の事項をご了承のうえご利用いただきます
ようお願い申しあげます。

◎議決権行使の方法について
　インターネットによる議決権行使をされる場合は、パソコンから当社指定の議決権行使ウェブサイ
ト（https://www.web54.net）にアクセスし、画面の案内に従って行使していただきますようお願
い申しあげます。
　※携帯電話専用サイトはご利用いただけませんので、ご了承ください。

◎パスワードのお取り扱いについて
１．パスワードは、議決権を行使される方が株主様ご本人であることを確認するための重要な情報で

すので、大切にお取り扱いください。
２．パスワード紛失時の再発行はいたしかねます。またお電話によるご照会にはお答えいたしかねま

す。

◎システムにかかわる条件について
１．ウェブブラウザ及び同アドインツール等で“ポップアップブロック”機能を有効とされている場合、

同機能を解除（または一時解除）してください。
２．インターネット接続にファイアウォール・プロキシサーバ等を使用されている場合や、セキュリ

ティ対策ソフトを設定されている場合など、株主様のインターネット利用環境によっては、パソ
コンによる議決権行使ができない場合もございますので、ご了承ください。

◎お問い合わせ先について
　本サイトでの議決権行使に関するパソコン等の操作方法がご不明な場合は、以下の専用フリーダイ
ヤルまでお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート　専用フリーダイヤル
【電話】０１２０－６５２－０３１
(受付時間　９:００～２１:００)

以　上
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株 主 総 会 会 場 ご 案 内
会　場　栃木県小山市神鳥谷202番地

小山グランドホテル（２階）
TEL　0285-24-5111（代表）
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小山第二小学校

交　通　○電車をご利用の場合
ＪＲ小山駅よりタクシーで約５分

○お車をご利用の場合
佐野藤岡ＩＣより約25分

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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